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第１３回通常総会を開催

３月１６日（月）、平成２１年度事業計画、予算等を審議するため、二荒山会館で、第１３回通常総
会を開催した。

昨年策定した中長期ビジョンに基づき、６つの柱（施策）を軸に事業を組み立て、緊縮予算の中で
会員の負託に応える効率的な事業を展開していくこととし、全て原案どおり承認された。

また、今回は役員の任期満了に伴う改選が行われ、一部理事の変更について総会で了承を得
た後、臨時理事会を開き、伊澤会長を当協会の会長理事として再選した。

協会会員相互交流会を開催

３月２４日（火）、JA栃木教育センターで会員約４０名が参加し、
設立以来初めてとなる会員相互交流会を開催した。
今まで、会員が一同に会するのは総会のみであったが、今後
多様な会員で構成する優位性を活かし、新たなビジネスモデ
ルの構築を目指し、ステップアップした交流会に発展させる計
画である。当日は、当協会設立に深くかかわった東洋大学石
井教授から基調講演とアドバイスを頂いた。 交流会の様子

会長理事 伊澤 茂
副会長理事 渡邉 秀夫
副会長理事 齋藤 昭夫
理事長 菊地 正憲

総会終了後、２０年度フレッシュメイトの退任式が
あり、吉川麗子さん、中島彩さんに伊澤会長から
記念品等が渡され、ねぎらいの言葉があった。

農産物輸出促進セミナー、輸出戦略会議を開催

３月１１日（水）、総合教育センターで、とちぎブランド農産物の輸出の実績と課題等について、関係
機関、団体、輸出業者等が一同に会してセミナー等を開催した。

今回は、とちぎ和牛、いちごの輸出報告に併せて、香港への米の輸出拡大を図るため、香港兼松
の南施部長から香港の米事情と輸出拡大の条件等の話を聞いた。

全国野菜園芸技術研究会栃木大会実行委員会設立

３月１９日（木）、アグリプラザにおいて、７月２９日（水）～３０日（木）に開催予定の第５４回全野研
栃木大会の成功に向けて、実行委員会を設立し、実行委員長に当協会野菜部会長の村上千秋氏を
選任した。

第２回特産料理講習会を開催
３月９日（月）、宇都宮市東公民館で特産料理の第２回講習会を開催した（参加者５０名）。
郷土料理研究家の高島操先生の指導で、かんぴょう・こんにゃく・落花生を使った料理を楽しんだ。

身近な”とちぎの食材“情報交換会を開催

４月９日（水）、マロニエプラザで、県産農産物の利用拡大によ
るフードマイレージ削減のため、実需者との情報交換を行った。

今回は、業務用食材を供給する株式会社昭和食品の試食商
談会の一角を活用させていただいて実施したもので、県内企業
社員食堂や飲食店の来場者に対し、旬の青果物（含む特用林
産物）やヤシオマス等のＰＲを通じての情報交換を実施した。

情報交換会の様子
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フレッシュメイト募集中フレッシュメイト募集中（４月末締切）詳しくはホームページをご覧下さい！

４月１６日（木） 栃木梨消費宣伝事業委員会（アグリプラザ）

４月１６日（木） 栃木県鉢物研究会第１回役員会（ホテルニューイタヤ）

４月１７日（金） 洋蘭生産組合総会（ホテルニューイタヤ）

４月２２日（水）～２４日（金） ２００９食肉産業展（東京ビックサイト）

４月２３日（木） いちご王国グランプリ品質審査（いちご研究所）

５月６日（水）～９日（土） ＨＯＦＥＸ （香港）

《事業推進部 副部長：阿久津 正敏》

【業務担当】産地づくり支援（生産振興全般）
部会活動（野菜・果樹・特産）
安全安心の取組支援

コメント：水清く緑豊かな本県の農産物の良さを広
く知っていただくために頑張ります。

《総務企画部 次長：墨野倉 真二》

【業務担当】とちぎブランド向上対策
販路開拓事業（副）
輸出促進事業

コメント：安全・安心で新鮮な栃木の優れた農産物
を広く知ってもらえるように頑張ります。

《総務企画部 書記：佐藤 みゆき》

【業務担当】協会内の庶務
農産物地域内ＰＲ
協会月刊情報編集

コメント：今月から月刊情報誌を担当することにな
りました。よろしくお願い致します。

４月２１日（火） 全野研事務局員会議（県庁内会議室）・野菜部会全体会議（ホテルニューイタヤ）

マーケティング協会のＷｅｂサイトが新しくなりました

昨年からリニューアル作業を進めておりましたが、４月から新しい協会Ｗｅｂサイトがスタートし
ました。皆様の積極的な利活用をお願いします。


